



































































































































































































































































































































































































































































































































































「 ち ょ っ と お と な に
なったと思う」という
感想につながる論理的
な思考を，主人公の最
初の状態から「けど」「おかげで」という「論理の接
続詞」を用いてていねいに展開している。「つなぐ思考」
を促す接続詞が十分に活用されている。
　さらに，「つなぐ思考」は，絵本の読み聞かせによ
る「おはなしカード」以外の生活や学習場面において
も用いられていく。その一例として，生活科の学習
「ゲームランドをひらこう」を取り上げたい。
　「ゲームランドをひらこう」は，２学期の後半にお
いて，次年度入学予定の幼稚園や保育園の年長生を小
学校に招き，楽しんでもらおうというイベントを，１
年生が企画運営するという生活科の学習である。資料
⑪は，そのイベントでのある特徴的な出来事として，
イベント終了間際の幼稚園生の様子について，記録し
ているものである。ふり返り作文の主題文としての内
容である。長時間にわたるイベントの中から，ふさわ
しい情報を取り出し，関連付けていくという論理的な
思考が行われている。
Ⅴ．おわりに
　Ｎ教諭の実践を例に，「つなぐ思考」を強化する読
解指導において，「①絵本の読み聞かせと感想交流を
継続する場」，②「つなぐ思考」を促す接続詞を活用
する場，③自分の感想を「お気に入り」としてまとめ
る場の設定が有効であることを確認してきた。「読解
力」と「読書力」とを関連させ，「論理の接続詞」を
積極的に活用することによって，「つなぐ思考」は強
化され，感想は論理的に記述される。同時に，「つな
ぐ思考」の道筋については，「論理の接続詞」の使わ
れ方を辿ることによって可視化することができる。
　そのいずれの場合においても，「つなぐ思考」の質
がとわれることになる。
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